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◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 後 藤 正 次 ◎ 幹 事 原 田 友 義
○ 副会長 小野寺 一 昭 ○ 副幹事 芦 川 征 史
□ 会報雑誌委員長 比留間 孝司 副委員長 野 島 征

委 員 渡辺 洋司 宮﨑 茂夫

第 1 6 4 1 回 例 会 報 告 （2 0 0 5年1 1月1 6日 )

点 鐘

斉 唱

来客紹介

出席報告

司 会 網代 雅男 ＳＡＡ委員

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

32名 29名 93.75％ な し

我等の生業 （ソングリーダー 峯岸 一郎 会員）

（川島 利男 出席副委員長）

会務報告 （後藤 正次 会長）

○ インターアクト委員会より

世界インターアクト週間に因んで「インターアクト新聞4号」

発行されました。

（各自メールボックスに入れてあります。）

○ 地区大会実行委員会より

参加促進キャンペーン来日の件

11月30日 鳩貝実行委員長、高木英一大会幹事

○ 第4回 多摩分区連絡会の案内

12月7日（水）16：00～ 魚観荘

○ 環境保全委員長会（10月14日）の収支報告書を頂きました。

幹事報告

○ 例会変更

池袋西ＲＣ 2006年4月10日→12日 ｸﾗﾌﾞ創立記念夜間例会

（原田 友義 幹事）

（後藤 正次 会長）

１１月はロータリー財団月間です。

本 日 の 卓 話

卓 話

卓 話

『ロータリー財団に因んで』

○ 事前メーキャップ 小野寺 一昭 会員→東大和ＲＣ

○ 卓話講師

地区ロータリー財団委員会 委員長 橋本 有史 様

（後藤 正次 会長）



１. ロータリー財団とは

ロータリー財団とはロータリー会員からの寄付を原資と

して、ロータリーが果たすべき種々の人道的、教育的奉

仕を行う組織である。

２. ロータリー財団プログラム

■ 教育的プログラム

・国際親善奨学金

・世界平和奨学金

・研究グループ交換

（大学教員のための補助金）

（財団学友）

■ 人道的プログラム

・地区補助金

・マッチンググランド

（３－Ｈ補助金）

（３－Ｈ計画準備補助金）

３. 寄付による認証

1）ポール・ハリス・フェロー（ＰＨＦ）

年次寄付か、使途指定寄付で1000ドルまたは認証ポ

イント（後述）1000ポイントによりポール・ハリス・

フェローの認証を受ける。

2）マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

ポール・ハリス・フェローが引き継ぎ1000ドルの寄

付か認証ポイントにて2000ドルの寄付に達したとき

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（ＭＰＨＦ）

またはＰＨＦ＋1の認証がされる。以降1000ドル

（あるいは認証ポイント）ごとにＭＰＨＦ＋８までの

認定がある。

3）認証ポイント

クラブまたはポール・ハリス・フェローが年次寄付

あるいは使途指定寄付を行った時、1000ドルに対し

て1000ポイントの認証ポイントを得られ、これらは

他の人に与えることが出来る。但しポイントはポイ

ントを生まない。

4）大口寄付者

認証ポイントを含めず全ての寄付（基金も含む）が

10000ドルに達した場合、大口寄付者の認証を受け

表彰される。寄付額によって100万ドル以上まで6段

階に分けられる。

5）ポール・ハリス・ソサイエティ

新年度からの制度で、毎年1000ドルの寄付の継続を

宣誓することにより、ポール・ハリス・ソサイエティ

のメンバーとして登録される。

6）100％財団の友クラブ

一人平均100ドル以上でかつ全会員1ドル以上の寄付

（年次、使途指定）を行ったクラブは「財団の友」

クラブの認証を受ける（従来の認定に変更有り）

7）ベネファクター

恒久基金へ1000ドル以上寄付によりベネファクター

として認証される。

先生におかれましては、このほかＲＩ第2580地区の寄付

の実態や、ロータリー財団の収支と利用の実態、地区補助

金、国際親善奨学金選考の考え方等、丁寧にお話してくだ

さいました。そして最後にロータリアンにお願いしたいこ

ととして、

1）財団は何をしているのか理解してほしい。

2）プログラムに積極的に参加してほしい。

3）一人100ドルの寄付をしてほしい。

とアナウンサーのようなはっきり良く聞き取れる言葉で締め

くくりました。

渡辺俊晴会員⇒11月5日待望の三代目が生まれました。

孫の結婚式に出席できるよう節制に励みます。

網代雅男会員⇒結婚月を祝っていただきありがとうござ
いました。

川島利男会員⇒結婚月を祝っていただきありがとうござ
いました。

芦川征史会員⇒早退させていただきます。

◆ 今回計 ２２，０００円 累 計 ５９７，０００円

ニコニコＢＯＸ （内野 義久 親睦委員長）

① プログラム委員会 （石井 賢司 プログラム委員長）

11月30日の例会は当初の予定では12月3日に振替というこ

とでしたが、変更となり、通常通りに11月30日に行いま

す。

委員会報告

卓 話 『ロータ リー財団月間に因んで 』

講 師 地区ロータリー財団委員会 委員長 橋本 有史 様


